
第二回「渋谷区小中一貫教育校（千駄谷小学校・原宿外苑中学校）
建て替え準備委員会」を実施しました

第二回では、まず、建て替え準備委員会メンバーにも御参加いただいた「渋谷区立渋谷本町学園」の視
察の情報共有や、第一回建て替え準備委員会の振り返りを行いました。続いて、現在の基本計画フェーズ
は、竣工までの全体の流れの中で初期段階であること、頂いたご質問やご意見は、各フェーズで適切に対
応してくことをご説明いたしました。その後、小中一貫教育校の必要諸室の案についてのご説明、建て替
え予定敷地の洪水ハザードマップの確認、一足制のメリットやデメリットについての意見交換を行いまし
た。

今後も、皆様と情報共有・意見交換を重ねながら、新しい学校づくりを進めていきます。
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R6.12.10 第二回委員会 議題

①建て替え準備委員会スケジュール
について

②渋谷本町学園視察について

③第一回建て替え準備委員会の振り返り

④必要諸室について

⑤意見交換

渋谷区小中一貫教育校（千駄谷小学校・原宿外苑中学校）建て替え準備委員会 ニュースレター Vol.２

建て替え事業完了までの流れと現時点の位置付けについて

洪水ハザードマップ

渋谷区では建て替え準備委員会にて頂いた意見を整理するとともに、ニュースレターを通じて進捗に関する情報発信とご
意見をいただく機会を作ってまいります。これからも引き続き、より良い小中一貫教育校を目指して委員会を開催してい
きますので、今後とも宜しくお願いいたします。

渋谷区立渋谷本町学園視察について

一足制について

＜基本情報＞
平成24年4月開校
創立13年目
児童生徒数 897名
（小学校671名、中学校226名）
学級数 34学級
（小学校26、中学校8）特支含む
教職員数 120名

視察風景

＜小中一貫教育の取組み＞
・５・６学年の50分授業
・５・６学年の一部教科担任制

（英語、理科、家庭科、音楽）
・中学校教員による５・６学年授業への一部交流

（美術、音楽、体育、外国語）
・部活動の小学校5年生から参加
・朝礼（全校朝礼、ブロック朝礼、校種別）
・新1年生を迎える会
・1年生と9年生の交流
・運動会（午前 初等部、午後 中・高等部） 初等部は6年生が運営スタッフとして参加



渋谷区小中一貫教育校（千駄谷小学校・原宿外苑中学校）建て替え準備委員会 第二回 主なQ & A

回答質問

職員室や保健室などの諸室は、適切な広さを確保する
ように計画します。また、職員室はフリーアドレスや
ペーパーレス化を進めていきます。その他の部屋につ
いても、児童・生徒や教職員にとって居心地の良い空
間となるよう整備していきます。

渋谷本町学園を視察した際、職員室や保健室が狭いと
感じました。今回、小中一貫教育校を作る際は、余裕
を持ったつくりとしてほしいです。
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子どもたちが⾧い時間を過ごす普通教室に加えて、各
学年ごとに普通教室にも転用できる少人数教室を1室設
ける想定をしており、児童・生徒数の増加に対応でき
る計画としています。

普通教室の数について、渋谷本町学園のように、今後
児童・生徒数が増加した場合はどのように対応するの
でしょうか。

防災については、避難生活の⾧期化や配慮の必要な方
の避難も想定しています。仮に、体育館が１階ではな
く、上層階にできる場合でも、１階にも避難できるス
ペースを確保するなどの対策を行います。また、備蓄
倉庫についても、区防災部門と連携し、必要な大きさ
や適切な位置を考え整備するなど、災害時の避難所と
しての機能を十分に確保していく計画とします。

1階に避難スペースを設けるなど、災害時に避難しや
すい施設を設計してほしいです。

必
要
諸
室
に
つ
い
て 「校歴保管庫」は、展示が難しい資料などを保管する

ために設けています。
一方で学校の歴史等は、ラーニング・コモンズなど、
児童・生徒が日常的に過ごす空間にデジタル展示など
を行い、身近に触れ合える環境を作っていきたいと考
えています。

必要諸室リストに記載されている「校歴保管庫」とは、
どのような使い道の部屋になるのでしょうか。

地域開放利用者が敷地に入る際の入口を一箇所に絞る
ことや、地域開放エリアと学校エリアの動線を分離す
ること、カードキーなどにより登録された利用者のみ
入室を可能にすることなどの対策を行い、児童・生徒
の安全を確保します。

学校を地域開放していく場合、安全性が心配です。
どこからでも出入りができるつくりになると、誰でも
校内に入ってこられるようになるのではないでしょう
か。地
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新しい学校では、学校教育に支障のない範囲で、施設
を開放していく方針としています。地域のイベント等
については建て替え後も実施ができるように、管理・
運営面を含めて地域とご相談していきます。

建て替え後も、これまで通り地域のイベント等で校庭
を使用することはできるのでしょうか。

建て替え準備委員会にて頂いたご意見に関しては、今後もQ＆Aという形でご回答をしてまいります。
貴重な多くのご意見をもとに、より良い学校になれるように検討を進めてまいりますので、今後とも宜しくお願いいたします。


